
建設仮勘定見返補助金
等

2¶879

資産見返物品受贈額 816¶087
EEEEEE

5¶309¶980

長期寄附金債務 145¶739

国立大学財務・経営セン
ター債務負担金

19¶976¶405

長期借入金 1¶664¶514

引当金

退職給付引当金 171¶763
EEEEEE

171¶763

長期未払金 339¶532
EEEEEE

固定負債合計 27¶607¶936
EEEEEE

Ó 流動負債

運営費交付金債務 937¶405

預り補助金等 8¶359

寄附金債務 3¶019¶133

前受受託研究費等 558¶103

前受受託事業費等 328¶664

前受金 96¶147

預り科学研究費補助金 302¶675

預り金 284¶594

一年以内返済予定国立大
学財務・経営センター債
務負担金

3¶384¶821

未払金 6¶748¶407

前受収益 8¶836

未払費用 143¶067

未払消費税等 27¶556

引当金

賞与引当金 149¶280
EEEEEE

149¶280
EEEEEE

流動負債合計 15¶997¶054
EEEEEE

負債合計 43¶604¶990
EEEEEE

純資産の部

Ò 資本金

政府出資金 75¶956¶684
EEEEEE

資本金合計 75¶956¶684
EEEEEE

Ó 資本剰余金

資本剰余金 31¶465¶922

損益外減価償却累計額
（－）

� 13¶707¶092

損益外減損損失累計額
（－）

� 2¶460
EEEEEE

資本剰余金合計 17¶756¶369
EEEEEE

Ô 利益剰余金

前中期目標期間繰越積立
金

16¶876¶023

教育研究等改善充実積立
金

173¶848

積立金 4¶649¶761

当期未処分利益 3¶136¶198

（うち当期総利益） ( 3¶136¶198)
EEEEEE

利益剰余金合計 24¶835¶832
EEEEEE

純資産合計 118¶548¶886
EEEEEE

負債純資産合計 162¶153¶877
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注）１．当該事業年度における債務保証の総額 23¶361¶227千円
２．担保提供資産残高と対応する債務残高

担保提供資産残高 土地 5¶025¶325千円
対応する債務残高 長期借入金 1¶664¶514千円
なお、当該事業年度を含め５年間で総額3¶258¶198千円の借入を予定しており、担保設定
は借入金総額に対応してなされております。

３．運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額 8¶117¶473千円
４．運営費交付金から充当されるべき賞与の見積額 887¶715千円
５．利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
{ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合
いの資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 34¶233¶713千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 12¶185¶633千円
利益剰余金に与える影響額（差引き） 22¶048¶079千円

| 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療器機等に係る減価償却費見合いの資産見
返物品受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が
診療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計 1¶273¶516千円

} 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、
国からの出資でなく譲与としたもの 741¶903千円

~ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料につ
いて、国からの出資でなく譲与としたもの 363¶089千円
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24¶426¶588千円
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